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ロ レ ンス の ラス トメ ッセ ー ジ
一 『最後の詩集』「死の船」 より一
松 本 桂 子
〔抄 録〕
D.H.ロレンスは、晩年を南フランスで静養に努めなが らも創作を続け、価値ある諸
作品を残 した。中でも、刻々と迫る死 を自覚しつつ書かれた詩 「死の船」は、死後の
魂を未知なる世界へ と運び行 く小 さな船 を象徴 として、死 という自然の摂理を独特の
解釈 と手法で描いた作品である。そこに凝縮された死生観にも通 じる根本思想を追究
することにより、ロレンスの最後のメッセージとして受け取 りたい。
キ ーワー ド 方舟、聖書 、エ トル リア、復活、再生
『最後の詩集』(LastPoems1932)はその表題の とお り、 ロレンス(D.H。Lawrence,1885-
1930)の晩年 に書かれた詩が収 めれた もので、11冊の詩 集の最終 を飾 った作品群であ る。 ロ レ
ンス は28歳の ときに刊 行 した定型詩集 『愛 の詩集 とその他 の詩 』(LovePoemsandOthers,1913)
を初 めに、 同 じく韻 をふ んだ 『恋愛 詩集』(Amores,1916)、『新詩 集』(NewPoems,1918)、
『入 り江 』(Bα〃,1919)に続 き、 自由詩集では 『見よ、 ぼ くらはや りぬいた1』(Look!WeHave
ComeThrough!1917)、『亀 』(Tortoises,1921)、『鳥 と獣 と花』(Birds,BeastsandFlowers,
1923)、『三色す みれ』(Pansies,1929)などを書 き上 げ、1928年には 自らが編 集 した二巻本 の
『D.H.ロレンス詩選集』(TheCollectedPoemsofD.H.Lawrence)を生前に残 した。『い ら くさ』
(Nettles,1930)と『最後の詩集』 は死後出版 された ものである。
1929年生涯最後 の一年、 ロ レンス は南 フラ ンスのバ ン ドル(Bandol)、スペ イ ン領であ るマ
ジ ョル カ(Mallorca)、イタ リアのル ッカ(Lucca)、ドイツのバ ーデ ン ・バ ーデ ン(Baden-
Baden)を巡 り、再 び南 フラ ンスのバ ン ドル に移 り住 む。 『最後 の詩集』 に収 め られた詩 「死 の
船」(`TheShipofDeath')は、二度 目のバ ン ドル滞在 中の9月 か ら10月にかけて執 筆 された。
この 頃のロ レンスの体 調 は、 日増 しに衰 弱の一途 をた どるのみで、快 方へ向か う兆 しの見 えな
い悪い状態 にあった。エ ミリー ・キ ング(EmilyKing)に宛 てた1929年9月3日付 け書簡の 中
で、山間のバ ン ドルの穏 やかな気候 とは うらは らな、 自身の病状 を次 のように述べ ている、
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上 記 の 書 簡 か ら読 み と れ る 苛 立 ち や 悔 し さ と は 異 な り、 心 の う ち で は 差 し 迫 っ た 死 を す で に 予
感 し て い た の で あ ろ う か 、 「死 の 船 」 に お け る ロ レ ン ス の 語 り口 調 は 、 終 始 平 静 で 、 あ りの ま ま
に 末 期 を 迎 え 入 れ る 勇 気 と 覚 悟 が 感 じ と ら れ る 。 し か し 、 ラ イ ト(T.R.Wright)がD.H.
LawrenceandtheBible(2000)の中 で 下 記 の よ う に 指 摘 す る よ う に 、 因 習 的 な 既 成 の 神 を 信 ず





一 方 、 ロ ッ ク ウ ッ ド(M.J.Lockwood)はAStudyofthePoems(ゾ1).H.Lawrence(1987)
に お い て 、 ロ レ ン ス が 用 い た 聖 書 的 な 言 葉 は 、 神 の 手 か ら 、 底 知 れ ぬ 不 死 へ と 落 ち 行 く魂 を 示
し て い る と 云.って い る 。(3)「神 の 手 か ら落 と さ れ た 魂 」(asoulfallen、fromtheha皿dsofGod)
と は 、 信 仰 を 失 い 異 教 に 入 り行 く霊 魂 を 想 像 す る こ と が で き る 。 い ず れ に して も、26歳 か ら 死
の 床 に つ く ま で の18年 間 、 実 際 に 巡 礼 と も言 え る 異 教 の 神 を 求 め て さ 迷 っ た ロ レ ン ス は 、 「死
の 船 」 に お い て 、、そ し て ま た そ の 詩 を 書 き 終 え た 数 ヵ 月 後 の 現 実 に お い て も、 最 も長 く遠 い 最
後 の 旅 路 に 着 く こ と に な る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 「死 の 船 」 を 探 究 す る こ とで 、 そ こ に 込 め ら
れ た ロ レ ン ス の 死 生 観 を 、 彼 の 最 後 の メ ッ セ ー ジ と し で 受}†取 る こ とが で き る も の と考 え る 。










「秋」(autumn)は収穫の季節 で もあ り、 また死 を意味 する凋落期 の象徴 で もある。 「落ちゆ く
林檎」(Theapplesfalling)は、禁 断の知 恵の実 を食べ たアダム とイヴに訪れ る不吉 な前兆、つ
ま り人類 の破滅、黙示録的終末 を予感 させ℃い るのか も しれ ない。そ して同時に一個 人の死 も、
「自分 自身 に別れ を告げ」(tobidfarewell/Toone'sownself)で暗示 している。










「無慈悲 な霜 は もう間近」(Thegrimfrostisathand)で残酷 な死が迫 り来 ることを訴 える。そ
して文字通 り 「死臭 の立 ち込め る中」(deathisontheairlikeasmellofashes!)、やがて 「林檎
は うずたか く落ちて くる」(whentheappleswillfallthick)。`theapples'は人 聞を、`thick'
はその数 の多 さを比 喩的 に用 いてい る。 また前 の節 で も見 られる`falling'やここでの`fall'
とい う言葉 は、聖書 における神の意図す る本来 の状態 か らの 「堕落」 の意味 を含 み、知 恵の実
を食べ て堕 落 した人類へ の神 の裁 きとして、第一節に続 き繰 り返 し死 と滅亡を暗示 させ ている。
一 方個 人の死 に対 して は、 己の 「傷つ いた 肉体」(thebruisedbqdy)と「恐れ おの の く魂」
(thefrightenedsoul)に怯 えている と打 ち明ける。聖書 に於 ける死 の意味 は、すべ ての人々の
心 に恐 怖 を与 える邪悪 な もの と見 なされ、死 と罪 を密接 に結 び付 けている。 だか らこそ詩人 は
優 し く問いか け、 呼びか ける、 「きみ は もう死 の船 を造 ったか、おお造 ったか?」(Haveyou
builtyourshipofdeath,Ohaveyou?)、「きみの死 の船 をつ くりな さい、 それが必要 になるのだ
か ら」(Obuiltyourshipofdeath,foryouwillneedit)と。 この呼びかけは詩 の最後 まで幾度 も
繰 り返 され るこ とになる。時 に支配 されるこの世 の宿命 、誰 に も避 けるこ とので きない死 を受
容 し、準備 する ことの必要性 を説 き続 ける。
第三節 か らは詩人 の自問自答が始 まる。
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「短刀」(daggers)や「短剣」(bodkins)、「銃弾」(bullets)で人 間の生命 を奪 えて も、 それが
最 後の 「止め」(quietus)になるのだろ うか と問 う。そ の返答 は、生命 に大 きく立ち はだ かる、
人間の 肉体 の現 実 の死 が、完全 な終焉で あるはず のない ことを 「よもやそ うではあ るまい1」
(Surelynotso!)で力強 く確認 している。
何 故な ら、 肉体 か ら離 れた魂 は、 「死の船」(theshipofdeath)に乗 って 「忘却の、果て しな
い旅」(thelongestjoumey,tooblivion)に出ねば ならないのだか ら。先に述べた ロック ウッ ド






「古 い自己 と新 しい 自己 の間に横た わる」(liesbetweentheoldselfandthenew)、つ ま り生 と
死の狭間 にある 長 い苦痛 に満 ちた死 の後 に、 その ひ どく傷つ いた肉体 か らやが て 「魂 が にじみ
出てゆ く」(oursoulsareoozing)。聖書 では人間 を単一体 と見な してお り、朽 ちるべ き罪深い
肉体 に閉 じ込 め られた不滅 の魂 につ いて述べ てはい ない。 旧約聖書 におけ る魂 の語義 は、一人
の人間の全存在 である。新約聖書 における魂 とい う言葉 の用法 も、 人間が骨や 肉以上 の存 在で
あ り、心や意志や人格 を備 えているこ とを意味 してい るが、死後 の魂 を表 して はいない。従 っ
て ここまで は 『創世記 』 にあるアダム とイヴの林 檎 を引用 しなが らも、キ リス ト教 の教 理 とは
裏腹に、詩 人は肉体 と魂 を分離 させ たのである。









最初 の 「暗 く終わ りの無い終焉の大洋」(thedarkandendlessoceanoftheend)、「すでに洪水が
我 々の上 に押 し寄せ てい る」(alreadythefloodisuponus)と、次の連 の 「きみの小 さな船、そ
の船 に食料 とほんの少 しのケーキ とワイ ンを積 み込 め」(yourlittlearkand_furnishitwithfood,
withlittlecakes,andwine)は、大洪水 のノアの方舟の備え を想像 させ る。悔 い改 めない人hに
対す る神 の怒 りによって洪水が起 こ り、地上 の動植 物 は全 て死 に絶え、神 の言葉 を信 じた ノア
の家族だけが生 き延 びて神 か ら祝福 を受けた とい う 『創世 記』の話 である。 だが、 「死 の船」 で
の方舟 は肉体 を持 った人間で はな く、死後 の魂 が船出す るための ものである。た どり着 く港 は
聖書 にあ るアララテ山で はな く、 「忘却 の彼 方の暗い飛 行」(forthedarkflightdownoblivion)




「死の船」の方舟は、伝統 的なキ リス ト教 のイメージ と異教 の埋葬 の風習 を兼 ね備 えた ものであ
り、 しか もその異教 の風習 とはエ トル リア人(Etruscan)のもの ではないか と述べ ている。 ロ
レンス は1927年に、 ローマか ら北西 の地 タルク ィニアの街 にあるエ トル リア遺跡 を訪ねた こと
があ る。エ トル リア とはイ タリアの地 に開花 した最 初の文明 を もつ 国家 で、紀元前7世 紀 か ら
6世紀 にか けて黄金時代 を迎 えた。 しか しその栄華 は ローマ人の征服 よって打 ち砕 かれ、 約10
世紀 に及ぶエ トル リア都 市国家 は終 わ りを迎 えた。残 され た ものは墳墓 のみで、エ トルリア人
が書 いた文献資料 とい うもの は皆無 に等 しく、 「謎 のエ トル リア文化」 と呼 ばれる所 以である。
ロ レンスは、 エ トル リア遺跡 で得 た印象 を自ちの紀行文 『エ トル リア遺跡』(EtruscanPlaces
1932)の中で克明 に記 している。階段 を下 りて古墳の 中の岩部屋 に入 ると、奇妙 な静 けさ と不
思議 な和やか さが有る と云 う。墓の作 りはエジプ トを思わせるが、全 てが質素で飾 り気が な く、
気楽 で 自然 な釣 り合 い を保つ その美 しさは、知的で精神 的ないわゆ るキ リス ト教 的 な調和 とは
ず いぶん違 うらしい。墓 でさえ も、 生命 の充実、息吹、 自然 や気 楽 さとい うもの を感 じさせ る
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古代 のエ トル リア気質 にロ レンス は感動す る。古墳 の最 後の部屋 には石造 りの寝 台があ る。 そ
の上にかつ て置 かれてあった死者の神聖 な宝物、 あの世へ連れ て行 って くれる小 さな青銅 の死
の船 にロレ ンスは思 いを馳せ る。エ トル リアでは、 た くさんの手荷物 を携 えて、 この青銅 の船
に乗 って死 にお もむ くのである。 「死の船」の方舟は確 かに ライ トが指摘す る、 キ リス ト教 のノ
ァの方舟 と異教 のそれ とを合 体 させた イメージなのだ。そ して死 は、 エ トル リア人 にとって楽
しい生命の続 きで、宝石 と酒があ り、踊 りのためには フルー トが奏 で られた と云 う。 うっ とり
す るような幸福 で も、 天国で も、 また煉獄 の苦 しみで もな く、生命 の充実 が 自然に続いた もの
であったのだ。(10)
ロ レンスのエ トル リアへ の熱 い思い は、詩 「糸杉」(Cypresses)の中で も詠われてい る。 イ
タリア西部 の トスカナ地方に生い茂 る糸杉 を見 て、 エ トル リア人 の黙 して語 らぬ不滅の心情 を
重ね合 わせ る。炎 の ように天 に向か い、静か に、 しか し力強 く伸 びているその糸杉 は、 まるで
エ トル リア人のモニュメ ン トの ようであ り、絶滅 させ られ た民族 の、死 してなお息づ く復活 の
姿 を、慈 しみ憐 れむ心 をもって映 し出してい る。(11)古代エ トル リア文化 に見 る異教へ の、 思慕
にも似た憧 憬 は、晩年 のロ レンスの思考 の中にこのように深 く根 ざ していたのであ る。










「さあその小 さな船 を出せ、 い まや 肉体 は死 に生命 は旅 に出 る」(Nowlaunchthesmallship,
nowasthebodydiesandlifedeparts)と出航 を促 す。`life'の意味する ところは、 肉体的死 を
越 えた新生 と受 け取 れる。終 焉の後 に訪 れる新 たな旅立ち は、次 の再生 を約束 するかの ようで
ある。 しか し食料や鍋釜、衣服 を乗せた 「信 仰の船」(thearkoffaith)はまだそこはか と無 き
暗闇 をさ迷わね ばな らない。 「洪水の黒 い荒野 を」(upontheflood'sblackwaste)、「終末 の海
原 を」(uponthewatersoftheend)そして 「死の海の上 を」(upontheseaofdeath)旅す る。
しか も己の意思ではな く、導かれる ままに流 れに身を委 ねて。何故 な ら、 「われわれには舵 を取
ることもで きず、た ど り着 く港 もないのだか ら」(wecannotsteer,andnavenoport)。
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そ こ に 在 る の は 、 方 角 も 定 か で な くな る ほ ど に 「暗 闇 が 暗 闇 を ひ と つ と し、 上 も 下 も 両 脇 も 全
く暗 い 」(darirnessatonewithdarlrness,upanddownandsidewaysutterlydark)暗黒 ば か り。
哲 学 的 エ ッ セ イ 「王 冠 」(`TheCrown')の 中 で ロ レ ン ス は 述 べ て い る 。 ロ レ ン ス に と っ て の 闇
と は 、 「創 造 主 の 完 全 な 闇 」(theutterdarlrnessoftheCreator).(14)で、 生 命 の 根 源 で あ り万 物 の
母 体 で あ る と。 「死 の 船 」 の 闇 も 当 然 そ の こ と を 含 蓄 し て お り、 新 生 を 約 束 さ れ た 方 舟 は 、 ま る
で 羊 水 に 漂 う 胎 児 の ご と く描 写 さ れ 、 取 り巻 く 闇 は 生 命 の 神 秘 を 司 る 子 宮 で あ る こ と を 思 わ せ
る 。 そ し て 、 や が て そ の 小 さ な 船 は 見 え な く な る 。 「消 え て し ま っ た の だ1」(Sheisgone!)。
も う 「ど こ に も い な い1」(Nowhere!)。
す べ て の も の が,忘却 の 彼 方 に 消 え 失 せ 、 沈 ん で し ま っ た 後 に 詩 人 は つ ぶ や く、 「そ れ が 終 焉 な
の だ 、 そ れ が 忘 却 な の だ 」(ltistheend,itisoblivion)と。
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この節で は天地創 造の イメージを巧 み に用い て、 闇が大 いな る水の上 にあ り、神 の言葉 で光が
闇か ら分 け られ る情景 が鮮 や かに 目に浮かぶ 。 しか し、そ の 「光 は永遠 の中か ら」(outof
etemity)射す と云 う。`etemity'とは生成消滅の ない無次元的 な存在で、聖書 とは異 なった コ
スモ ス的発 想で あるこ とを暗示 させて いる。 そ して程 なく、天地 開闢の混沌か ら 「曙だ、忘却
か ら生 命へ戻 る冷酷 な曙」(there'sthedawn,thecrueldawnofcomingbacktolifeoutof
oblivion)が訪れ る。夜が ほのぼの と明け始める様子の`theda㎜'は 、「誕生」 とい う二 重の
意味 を持 って新生 を強調 している。 しか しその誕生 は 「冷酷 な曙」(thecrueldawn)だと云 う。
この世 に再 び生 まれ出でる ことを、 まるで煩わ し く思 うのか の ようであ る。第一次世界大 戦 を
経 験 した ロ レ ンス に とって現 世 とは、 最後 の 長編小 説 『チ ャ タ レー卿 夫人 の恋 人 』(Lady
Chatterley'8Lover,1928)の冒頭 で 述べ てい る よ うに、 現 代 は 「本 質的 に悲 劇 の 時 代」
(essentiallyatragicage)である。(16)それ故 に、忘却の彼 方へた ど り着いた静寂 か らの 目覚 め
は、面倒 な ことで苦痛 をと もな うものであ るのか もしれない。 しか し、 同 じく 『チ ャタ レー卿
夫人 の恋人 』で ロレンス は明言す る 「天が幾度 も落ちて こよう とも、 われわれは生 きな ければ
ならない」(We・vegottolive,nomatterhowmanyslaeshavefallen.)(17)と。 たとえ絶望 の淵 に
あ った として も、血潮 の流 れる肉体 を持 った ものだけが知 り得 る、生 きる喜 びの存在 をロ レン
ス は確信 しているのである。 だか らこそ、 「死の船」に乗 った魂 も、再び肉体 を得 るために冷酷
な曙か ら目覚 めねばな らない。 ここに、 ロ レンスの生 に対す る強 い執着心 を見 る思いがす る。







「洪水 の曙の死の灰煙 る灰色 の下で」(beneaththedeathlyashygreyofaflood-dawn)漂う方
舟 に、 「ほ とば しるバ ラ色」(aflushofrose)の閃光が降 り注 ぐ。 「ほ とば しるバ ラ色、 そ して
全 ての ものが また始 まる」(Aflushofrose,andthewholethingstartsagain)のだ。`rose'と
い う語 はロ レンスに とっては特別 の意味 を持 つ。数ある他 の詩作 品の中で も`rose'、`rosy'と
い う表現 が頻繁 に用 い られている。 と りわ け、 「葡萄 」(Grapes)の詩 の中では 「た くさんの果
実 がバ ラか ら生 まれる/あ らゆ るバ ラの中のバ ラか ら」(Somanyfruitscomefromroses/From
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theroseofallroses)(19)と詠 うよ うに、多 くの果 実がバ ラ科 に属 してい ることを訴 えている。
本来 ブ ドウはバ ラ科 ではな く、ブ ドウ科の植物 ではあ るが、「氷河 が騒 が しい海 と風 のなかか ら
集 ま り固まる前」(Beforetheglaciersweregatheredupinabunchoutoftheunsettledseasand
winds)(20)まで は、 「ブ ドウの木 は見 えないバ ラだった」(Ofwhichworld,thevinewasthe
invisiblerose)(21)と主張 している。世界が まだ混沌 とした中 にあ る時で さえも、「見えないバ ラ」
が存在 していたのだ と云 う。 「見 えない」 とは人類 に知識が備 わってい ない ことの比喩 である。
即 ち、 ロ レンスが連想す るバ ラのイメー ジには、始 生代 もし くは原始 のイメー ジが重 ね合 わ さ
れている。言い換 えれ ば、 それは ロレンスの執着す る暗黒の世界 にお いて生命 を得たバ ラなの
だ。「あ らゆるバ ラの中のバ ラ」 とはこの ことを言 い表 してい るので ある。そ して、 「死 の船」
にお けるバ ラ色 の閃光 もまた、全ての事の始 ま りを約束するかの ように、魂に生命 を注 ぎ込 む。







洪水が退 いた後、静 かに訪れ る平安。 「す り減 った貝殻 の ような肉体 が、不思議 にもまた美 し く
現 れる」(body,likeawomsea.shellemergesstrangeandlovely)。漆黒の闇の中、猛 り立つ洪水
は、バ ラ色の光 を反射 して 「薄紅 の水」(thepinkflood)に変容す る。その上を、蘇 るべ き肉体
と魂 を乗せ た小船 は家路へ と急 ぐ。 この連 で与 える印象 は、 ボッテ ィチ ェリ(Sa皿droBotticelli)
の絵画 『ビーナスの誕生』(Birth(ゾ%嬲s)を連想 させ る美 しい ものだ。海の泡か ら誕生 した
とい うギ リシア神話 のアフロデ ィテの絵 は、 写実的な科 学的 な正確 さではな く、 どこまで も優
美 で繊細 な愛の女神 である。絵 画の中で は、 バラの花に囲 まれてい る風 の神 ゼ フユロス とクロ
リスが、貝殻 に乗 った生 まれたての アフロデ ィテを岸 辺へ と運 んで いる。 それ は科 学 とは対立
した、 また聖書 的な匂 い もしない 自然 な姿 である。
こう して ビー ナ スの よう に美 しい 肉体 とか弱 い魂 が 再 び蘇 り、 その喜 び を 「揺 れ る心」
(Swingstheheart)で言 い表 している。そ して最終連で もう一度、 詩人は死 の船の必要性 を説








1930年3月2日 夜10時、病が急 変 した ロ レンス は、南 フランスにあ るヴ ァー ンス(Vence)
でつ いに逝 った。 享年44歳5ヶ 月 とい う若 さだった。妻 のフリー ダ(FriedaLawrence)はその
時 の様子 を 自らの著書"NotI,ButtheWind..."(1935)で振 り返 ってい る。 「息で膨 れるそ の胸
の中の生 命 の糸の断たれ るときが来 たのです。面変わ りが起 こ り、頬 と顎がが くっと して 、 こ
うして死 が彼 を捕 えたのです」(Themomentcamewhenthethreadoflifetoreinhisheaving
。h。,t,hi・facecha・g・d,hi・cheek・andjaw・㎝k,a dd・athh・dt・k・nh・ld・fhim_)・(24)この瞬
間、 ロレンスの魂 もまた 肉体か ら離脱 し、暗黒の大海原へ、温 かな母の子宮の中へ と、新 しい
生命 を求め さ迷 う旅人 として漕 ぎ出 したに違いない。
行 き着 く先 は天国で も地獄 で もない。復活 を期 した魂は、死の船 の流 れに身を任せ て忘 却 の
彼方へ と流れ着 く。死 か ら生へ と旅す る魂、 それは四季 に も似 た周期 の繰 り返 しを意味す る。
春か ら夏、 秋か ら冬 そ してまた来 るべ き春 を迎 えるための再生の循環 なのだ。死 を受 容す る と
云 うけれ ど、それ を受 け入 れる ことは容易 なこ とではない。 しか し、 こうした 自然 の摂理 と人
間の死 を重ね合 わせ る ことに よって、 ロ レンスは安 らかな死の床 に着 くことがで きたのか もし
れない。そ してまた、 ここまで読み進 めて知 り得 た事は、 ロ レンスの望 む復 活 とは、キ リス ト
教 的な ものではな く、異教 の魂 の輪廻転生、 エ トル リア という古代異教 に沿 ったものであ った。
迷いの世界 を生 まれ変わ り死 に変 わ り、 肉体 的死 を超 えて不死鳥 の ように蘇 ること、 この思い
.は生への執着心 その ものであ り、 ロ レンス にとって、死 は正 に生 きることの意味 に他 な らなか
ったのであ る。詩 「死の船」 とほぼ同時期 に執筆 され、絶筆 となったエ ッセイ 『アポカリプス』






これは生命 に対 す る称賛の辞であ る。人 も自然 も宇宙の一部 であ り、四季の移 り変 わ りと同様
に、人間の命 も永劫 回帰が約束 されるべ きことを裏づけている。 同 じく、 「死の船」で ロレンス
が詠 ったもの も決 して 「死」それ 自身で はなか った。方舟 の必 要性 の執拗 な訴 えは、復 活へ の
必須条件 であ り、そ の根底 にあるメ ッセー ジ とは、死者へ の挽 歌で はな く、 まさしく生へ の賛
・,
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(10)D.H.ロ レ ン ス 著 、 鈴 木 新 一 郎 訳 、 「エ トル リ ア 遺 跡 』、 不 死 鳥 社 、1969.













(ま つ も と け い こ 文 学 研 究 科 英 米 文 学 専 攻 博 士 後 期 課 程)
(指 導:古 我 正 和 教 授)
2004年10月15日 受 理
95一

